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喉頭結 核 の動脈 注 射療 法

北海道大學醫學部耳鼻咽喉科教室(主 任 猿渡敏授)

平野 薪治 富 田 茂 高橋 正直

序 言 比較的重症なる患者・17名 ・輕症な もの8名 に
・ .ツ 翔5～10ccを 動注・概ね3～6同 迄の自盤

き

昭和17年瀬尾、中山爾氏により動脈注射療法が について調査 した。(第一・表)重 症なる患者6名 、

嚢表されて以來、種 々なる疾患に磨用されt著 効 輕症なもの9名 にス刺10～20G。 を概ね3～6回
ま

あることが認あられた。結核に封 しては、60%沃 迄動注 した◎(第 二表)輕 症な もの12名 にツ剤
り

曹の動脈注射(以 ≠動注 と記す)に よる皮膚結核20ccを3～6同 迄動注 した、自畳症の成績であ

の治癒例(中 山氏)、及上氣道結核には葡萄糖 とヨ る。(第 三表) 、 。
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iと 比較 した。6同 に及蕊ものは、比較的輕症で動

1)自 畳症について 注に耐えるもので・3回 後表申人員が減少してい

Pt10_一 一



71

第3表 ソ蓼軽理20cc注 身童
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る◎第二表は ス剤10～20cc動 注のもの、第三表

は比較的輕症で現在まで6同 以上の動注を行つて

いる者 もあるが、局所所見は6回 目迄の ものであ

る。
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第三章 小括並考案 ・

蜘 軸

わ、嚥下痛……嚥下痛は患者の最 も苦悩 とする

もので、紬鍛52名 中28名 が之を訴えた・目之

を訴えるものは殆ど、胸部疾患の相當悪化 したも

のであ り、全,身歌態・を考慮 して、1ソ剤 を5nN-10cc

としたのである。從來、嚥下痛に封 しては、麻醇

剤の注射及塗布、「ア加 上ル」の紳経内注射・父

は喉頭棘経の切断衛等が行やれたが・いすれ も一

長一短がある、ツ測の動注によつて、輕度な疹痛

は籔蒔聞後に消失 し、強度な もので も非常に輕快

し、殆どが食事可能 とだつた◎且ツ剤では。2～3

同目迄に確實に痙癌は漕失叉は輕快 したが、ス剣
一では輕快ナるがその効力は持績的でな く、段不確

實であつた。同一患者に爾者 を交互に行つた例で

は、ソ剤の動注を希望するものが全てであつた。

ソ剤20ccの 使用では更にその効果は確實であつ
へ 　ゾ

た◎

2)乾 燥感……特に夜間に乾燥惑を訴える もの

が多 く、全例中39名 に之 を認め、疹痛に次いで

患者の苦欄するものである◇ ソ剤は、最 もよく乾

燥感を消失せ しめた、之はッ剤申に含まれた沃度

の作用に因る・ものと思われる◎ス剤では、輕快す

るが、完全に漕失 した ものはなかつた。ツ剤20cc

の場合では、より早 く乾燥感は浩失 した◎

3)異 物感・…・輕 症な患者の主訴に多 く全例 中

36名に認 められ、之が症歌は繭剤 ともに良結果で

あつた。異物感のみの揚合は殆 ど1同 の動注で消

失 した例が多い◎

4)慶 饗i・…・・全例中18名 に之を認め、特に乾

燥感の強いものに多く、ツ剤使用の10名 では2

名が清失し他のものは軽快 し、注射後翌口より、

「聲が出易 くなつた」 というもりが多V)。 しか し

局所所見によつて聲帯に病攣の強慶なものには著

しい攣化は認められない。 ス剤では特別に攣化を

訴えた ものは認めなかつた◇

5)喋 漱、喀痩……全弼中咳漱のあるもQ30

名・喀湊の{朽 もの23名 であつた・乾燥墨 畢

1)膚 蜷症にっいて

軋物感等で生する・咳蹴には著効を奏 し・非常に咳
㌦ 嶽の陶撒の減じた もの、ツ剤使用のものに多く、

13名 中6名 、喀疫の量の匁くなつたとい うものが
ダ

ユ2名中5名 あつたeス 鋼では14名 中4名 δ輕快

を認 めた,漣
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II)局 所所見について 〆身歌蓉を考慮 し・ツ剤5～10ccを 用いたのであ

局所所見は之を大別 して、喉頭部に焚赤のみ有 る。動注による精紳的衛撃 も多少はあるが、殆 ど

するもの、獲赤及浮腫を有するもの、潰瘍 を有す1度 前後の騰温上昇、及盗汗を認めたが、翌日迄

論 の漏 所蹴 離 で會融 骨謙 欠摂を有す に購 失 した.・'

るものとし、凡そ3～6iEldi動 注後再び局所症歌 ス剤ではかsる 全身症歌 を認めるものはなかっ

を観察した。 タ た。血沈について、日置、園部爾氏は、ツ繭を静
り

1) 、、磯赤のみのもQは 全鋼中13名 で、ツ蘭 を 注 した場合促進するど述べているが・余等の揚合

用いた8名 では、動注3回 迄に爽赤の浩失したも ツ剤10ccの 動建3同 後に於ても特別な血沈の憂

の4名 、6同 目に漕 グ、した もの2名 で・他の2名 化を認め得なかつた・

は軽快の程度であつたe"之 に浮腫の俘つているもIV)藥 液について.

の9名 中3同 迄の動注で俘腫 の 漕 失 した もの6喉 頭結核の嚥下痛は、潰瘍面への二次的感染に

名、6同 迄に清失したもの1名 他は輕 決したが完 因るとされ、近來、ズルフアミン剤、ベニシリン

全に浮腫は湘失し毒かつた◎ツ測20ccを 使用し 剤等を使用し、二次的感染の防 止を行い嚥下痛を

た3例 では殆ど3同 迄の聞に浮腫は湾失したや ス 輕快せ しめた報告が多い。從つて、余等は、「30%
へ

剤を使用 した例では、獲赤浮腫を有する10名巾、 アセ トスルフアミン加20%葡 萄糖」を試みたの

3同 迄の闇に浮腫の漕失したもの5名 、他は非常 である。ツ飼はアク リヂン色素に沃度を結合 させ

に輕快 した◎從つて、獲赤、浮腫の程 度 で あれ たもので、沃度が結 核 に効 あ りと して、古 く

ば、ツ荊では約80%治 癒寧で ス翔では約50%のK6r駈e血 が記載 し、其の後喉頭結核にRanllells。

治癒率を示 した。.tielが 用いたゐは有名である、 しか し、Pannenst・

2)潰 瘍を有するものは全例中16名 で、bすielの 療法は、多景の沃度内服の爲、副作用 を俘

れ も6同 迄のツ翔の動注によつて、潰瘍面の膿様 うことが多 く、全ての例に慮用されることが困難

苔は湘失し、清濡化され、且潰瘍面が幾分縮少し である◎ ツ測動注に依 る場合は・局所に直接沃度

治癒傾 向を示すが、治癒には至らないαズ鮒の場 の作用と、更にアクリヂン色素による、二次的感

合は同様な所見を認めるものもあるが、前者に比 染の防止と相侯つて、確實に患者の苦悩 を解浩 し

して不確實である。 得ることは、最 も優れた黙であると思われる。ツ

3)高 度に會厭歎骨の欠揖した1例 では動注後 測が動注 された場合、ス翔に比 して 疹痛が強い

自畳症欺著明に改善 され、食事可能となつたが3が 、これは注射時の手技に關係レている場合が多

日後死亡した。比較的輕度な欠摂を有するもの2く 、!適確 に注入 された場合は、僅かに咽頭部及喉

例では、嚥下痛、.厳嚥等輕映したが、ツ剤5同 に 頭部に温感を訴えるのみである・t

於ても特別な局所的縫化は認められなかつた、各V)動 脈注射について

例に於てソ剤動注後の局所症厭の著明な攣化は、 衰搦 した患者で越、頸動脈は客易に鰯れるが、

咽喉頭粘膜の乾燥 し光澤を久つたものが、念速に 針の刺入に際 して、動脹が移動 し易すいので、動

揚潤し、潰瘍面は清浮となることであつた。か 芝 脹を胸鎖乳嘱筋側に二指を以て、固定する頸部を

・る攣化が動注側に剃然 と認められる例が多撒あっ 伸展させ るのは・蓑弱の彊い患者では疲勢が激 し

た◇ 。 いので、上記の固定法に依 る方がよい様に思われ

1聖 全身所見について る訊 ・加 る患者で版 下脂肪が少い爲に・皮
余等は初め胸部所見の比較的固定 し挙熱なるも講 膚よりの距離が少く・深 く刺入すると頸椎骨に針

のを選び、ツ測20ccの 動注を行つたが、ユ2鯛中 先が當り、針先を撮することがある。ツ測では血 ・

10例 に於て、軽度な髄灘上昇・盗汗を認めたが・ 液より比重が輕い爲に注射筒丙に念激に血液が逆

翌 日は挙常に復 した、且次同よりは何等異常を認 流 して來ないので、僅かにボンプを吸引させる必
や

めなかつ たΦ從つ て、比較的 重症 な ものには、全 要 がある。
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ツ剤注入の男合歯及耳に放散する痙痛を訴える

者では、刺入した針先を、僅かに攣向することに

よつて疹痛は泊久する。 ・

㌦ 第 四章 結 論

余等は、50籔例の喉頭結核患者について、「ツベ

ルフラビン」及 「30%ア セ トスルフアミン加20%

葡萄糖」を紬頸動脈に注射しその効果を比較競察

した。.・

1)ツ 剤5～10ccを 動注 した場合、概ね2～3

同迄の間に、嚥 ド痛、乾燥感、異和感は清失又は

輕快 した。ツ痢20ecの 揚舎はより適確急速に自

畳症は消失叉は輕快した。

2)ス 剤に於ては自畳症が輕快するが、持績的

でなく、且不確實であつた。

3)局 所所見躰、ツ剤に於ては嚢赤浮腫の消失

したもの多く、且潰瘍あるものは潰瘍面の清浮化

が認められたが、尭治には至らなかつた、ス剤で

は、螢赤浮腫の輕侠は認められたが潰瘍あるもの

には、局所所見の攣化は不明瞭であつた。

4)雨 鮒ともに特記すべき副作用を認めなかつ"

たが、ヅ躍では輕度の燈濫上昇、盗汗を來た した

者が多かつた◎

喉頭結核は早期に於て、動脈注 射 を行 うなら

ば、治癒に迄導き得るもの多 く、更に重症な例に

於ても、籔回の動注により、患者の最 も苦痛とす

る、嚥下痛、乾燥感を、漕失叉は輕快せ しめ得る

ものであるl」この場合 ス翔よDも ツ矧が有効適確

に滑療効果を示す ものと信する。欄筆に當 り御懇

篤なる御指導及び御校閲を賜つた恩師猿渡教授並

に種々御便宜を戴 い疫前簾舞結核療養所長林博t

に深甚な謝意を表する。叉終始援助された高須學

兄に感謝する。

寸し 醗

1)中 村 登…喉頭結核

2)瀬 尾、中山、共著…動脈注射療法

3)日置 …結核の化學療法

4)西 端…診断 と治療36卷

幽一一13-__




